
第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】3 

難易度★（定番の基本問題） 

1：静止衛星の周回周期は 24 時間です。 

2：電波は 1秒間に 30万 km伝搬しますので、衛星の往復には約 0.24 秒かかります。 

4：10GHz 以上の電波は、降雨や降雪の影響が大きくなります。 

5：最低 3 個の衛星が必要です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】4 

難易度★（定番問題です） 

標本化定理によると、「アナログ信号が含んでいる最高周波数の 2 倍以上の周波数でサンプリングすると、元の

アナログ信号を忠実に再現できる」ことになります。したがって、6kHz の 2倍の 12kHz が答えです。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

難易度★★（順々に解いていくパズル問題） 

オームの法則を使いますが、適用できる部分から順番に解いていきます。 

R4に流れる電流が 2.5Aということは、ここに発生する電圧は 9Ω×2.5A=22.5V です。 

したがって、R2や R3の両端にかかっている電圧も 22.5Vですから、R2に流れる電流は 0.5A、R3に流れる電流

は 1.5Aとなり、R2・R3・R4に流れる電流の合計は 0.5A＋1.5A＋2.5A＝4.5Aと分かります。 

以上より、R1に流れる電流も 4.5A ですから、ここに発生する電圧は 15Ω×4.5A＝67.5V で、以上より答えは

22.5V+67.5V＝90Vです。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】1 

難易度★（定義を正しく知っていれば瞬殺の問題） 

パルス繰返し周波数が 50kHz ということは、パルス繰返し周期は周波数の逆数で 20μs です。 

衝撃係数は、パルス 1 周期の繰り返し時間に対してパルスの送信時間が何割であるか、という値ですから、「20

μs に対して 4μsが何割か」を求めればいいので、D の値は 0.2 となります。 

 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】4 

難易度★（簡単） 

これは進行波管で、マイクロ波の増幅用に使われます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】1 

難易度★（おなじみの定番問題） 

H 分岐から側分岐へは、同位相で等分された TE10波が伝搬します。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】2 

難易度★★（Qの基本的な定義を知っていれば易しい問題） 

共振回路の Q は Quality の略で、直列共振では共振周波数において残留する抵抗成分が小さいほど高くなり、

並列共振では共振周波数において残留する抵抗成分が大きいほど高くなります。 

この傾向を基に考えると、明らかに選択肢 2 が誤りです。  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】3 

難易度★★（変調点が増えるほど誤りが増加するという基本原理） 

64QAM と 16QAM を比較すると、変調点が多い 64QAM の方が雑音や歪み等に対してシビアになります。 

なお、選択肢 4 も勘違いしやすいので注意が必要です。16 は 2 の 4乗なので、一度に送れるのが二進数 4 ケタ

です。256 は 2 の 8 乗なので、一度に送れるのが二進数 8ケタ、したがって両者を比較すると 2倍の情報量に

なります。256÷16＝16 倍と勘違いしやすいので注意します。 

 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】4 

難易度★（少し難しそうに見えますが、定番の基本問題です） 

グレイコードは、隣接する信号点の間で二進数の複数の桁のうち 1ケタのみが変移するようにしたものですか

ら、この規則に当てはまるのは選択肢 4 です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】5 

難易度★（定番の知識問題） 

同期検波は、受信波から作り出した搬送波と受信波を乗算し、LPF・識別器を通してデジタル復調出力を得る

ものです。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】2 

難易度★（基本的な知識問題） 

伝送特性の劣化による信号の歪みを受信側で補償する回路は等化器と呼ばれます。  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】2 

難易度★★★★（原理をよく考えて計算すれば求まる問題ですが、ちょっと計算が大変） 

64QAM ですから、1回の変調で 64 個の位相点を取ることができます。64＝26ですから、一回の変調で二進数 6

ケタを送ることができます。 

次に、シンボル期間長が 1ms ということは、逆数を取って 1 秒間に 1000 個のシンボルを送ることができます。

また、サブキャリアが 1000 個なので、1秒間に 1000×1000×6＝6Mbps と求めることができます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】1 

難易度★（簡単な問題） 

選択肢 1のように、呼の発生のたびにチャネルを設定するものをデマンドアサインメント方式といいます。 

 

 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】1 

難易度★（定番問題） 

受信したマイクロ波を中間周波数に変換する方式はヘテロダイン中継方式と呼びます。また、信号を復調して

等化増幅・同期の取り直しなどを行うのは再生中継方式で、これはデジタル通信で使用されるものです。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】5 

難易度★（易しい問題です） 

送信パルス幅を狭くし、繰り返し周波数を高くすると、遠距離からの反射波が次の送信パルスに隠れてしまうた

め最大探知距離が短くなります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】5 

難易度★（定番の易しい問題ですね） 

ドップラー効果は、救急車とすれ違う時のサイレン音が変化するアレです。それを思い出せば非常にやさしい問

題です。 

救急車が近づくときは、サイレンは高い音に聞こえます。つまり周波数が高くなります。離れていくときは逆で

す。電波のドップラー効果を利用したレーダーは、自動車などの速度測定のほか、気象用として竜巻や乱気流の

観測にも用いられています。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】2 

難易度★★（電力と電圧のデシベル計算） 

「八木・宇田アンテナに半分の電力を供給しても、電界強度は 2 倍になった」ということから利得を求めま

す。まず、電力を半分にしていますから 3dB、にもかかわらず受信点での電界強度は 2倍になっているので

6dB、合わせて 9dB がアンテナの利得です。「電力は 2倍が 3dB、電圧は 2倍が 6dB」という原則を勘違いしな

いようにしましょう。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】4 

難易度★（簡単です） 

同軸ケーブルは、中心導体と外部導体の間にプラスチックなどの誘電体を詰めて同心円状に配置したもので、伝

送する電波が外部に漏れにくく、外部からの誘導妨害も受けにくいという特徴を持ちます。 

不平衡の同軸ケーブルと平衡型のアンテナを接続する場合、平衡―不平衡変換のためにバランを挿入します。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】5 

難易度★★（基本的な知識問題ではある） 

カセグレンアンテナは、副反射鏡の 2つの焦点のうち、ひとつは主反射鏡の焦点、他方は一時放射器の励振点

となります。これにより、一時放射器から放射された電磁波が主反射鏡で平面波に変換されます。 

上空に向けて設置した場合、大地からの熱雑音を受けにくくなります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】3 

難易度★（おなじみの問題） 

電磁波がアンテナ間を直接伝搬する直接波と、何らかの物体（建物等）に反射して伝搬する反射波の両方が受信

アンテナに到来する場合、その伝搬経路差がちょうど半波長になってしまうと、互いに位相が逆になって弱めあ

う現象が生じます。この、半波長の伝搬経路差が生じる空間が第 1フレネルゾーンです。 

周波数が高くなるほど波長は短くなりますから、周波数が高くなるほど半径 r は小さくなります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】3 

難易度★（定番問題） 

知っているかどうかの、完全な暗記問題です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】4 

難易度★（必ず正解したい基礎問題） 

サイリスタは、PNPN の 4 層構造からなり、アノード・カソード・ゲートの 3つの電極を持ちます。 

ゲート電流によってアノード電流を制御するスイッチング素子です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】2 

難易度★★（基本的なデシベル計算） 

題意から、被測定増幅器に－13dBmを入力したところ出力に＋10dBmが得られることから、利得は＋23dB で

あることが分かります。10dB が 10 倍、20dB が 100 倍、そして 3dB を足した 23dB は 200 倍ですから、正解

は 2です。  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】1 

難易度★★★（難しく感じる問題ですが、基本を押さえておけば難易度は高くありません） 

サーミスタは温度によって抵抗値が変化する素子で、ブリッジ回路は対角線の抵抗値の積が等しければ（この回

路でいえば、R1×R3＝R2×Rs）検流計 Gには電流が流れないことを利用するものです。 

サーミスタにマイクロ波電力を加える前の平衡条件は、以上のことより Rs=R1R3/R2となります。 

また、このときサーミスタで消費されている電力＝サーミスタを加熱する電力は I2 R1R3/R2です。 

サーミスタの温度は、サーミスタ自体に流れる電流によるジュール熱と、外部からサーミスタに与えられた高周

波電力の両方によって上昇します。したがって、マイクロ波を与えて発熱させた分、電流による発熱を低減させ

れば、その差から高周波電力を求めることができます。以上のことより、選択肢 B は(I1
2－I2

2)R1R3/R2です。 

 


